
■浮動小数の扱い (Binary Hacks #98 より )

研 究 室 の 後 輩 の 浮 動 小 数 を 扱 う プ ロ グ ラ ム の 挙 動 が
gcc の 最 適 化 オ プ ショ ン (-O) の 有 無 で 違 う と い う の で 考 え て み た ら
ぴ た り Binary  Hacks  #98 の 通 り で、
x86 の 浮 動 小 数 点 レ ジ ス タ の 指 数 部 が 15 bit 固 定 で あ る の が
原 因 だっ た。
最 適 化 オ プ ショ ン の 有 無 に よっ て
一 度 メ モ リ に 値 を 書 く か 書 か な い か の 挙 動 が 異 なっ て い て、
こ れ で 結 果 の 値 も 異 なっ て い た よ う。
ち な み に、 BinaryHacks の pp.369 の プ ロ グ ラ ム、
FreeBSD 上で最適化オプションをつけずにコンパイルして実行すると x86 でも inf になった。
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